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新
年
度
の
始
ま
り
と
と
も
に
新
た
な
中
学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。
平
成

27
年
４
月
７
日
、
東
吾
妻
中
学
校
の
校
舎
（
旧
原
町
中
学
校
の
校
舎
）

に
東
、
太
田
、
原
町
、
岩
島
、
坂
上
の
５
地
区
の
生
徒
が
集
ま
り
、
体
育
館

で
開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
澤
町
長
か
ら
「
新
し
い
中
学
校
で
は
全
て

の
生
徒
が
新
入
生
。
一
人
一
人
が
手
を
取
り
合
い
新
し
い
歴
史
と
伝
統
を
築

き
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
生
徒
代
表
の
佐
藤
太
一
く
ん
が

新
た
な
校
章
が
入
っ
た
校
旗
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
開
校
式
に
出

席
し
た
２
・
３
年
生
の
２
３
１
人
に
よ
る
校
歌
合
唱
が
見
事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

で
行
わ
れ
、
新
生
中
学
校
へ
の
希
望
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

東
吾
妻
町
立　

東
吾
妻
中
学
校

　

校
歌

作
詞  

高
木
あ
き
こ

作
曲  

若
松　
　

歓

明
る
い
風
に
ゆ
れ
る

一
面
の　

水
仙
の
花

ひ
ろ
が
る
空
に
は　

あ
ふ
れ
る
光

光
を
つ
か
も
う　

こ
の
手
で

東
吾
妻　

き
み
と　

あ
な
た
と

学
び
合
い　

い
き
い
き
と

明
日
へ
の
思
い　

育
ん
で

き
ら
め
く
川
に
浮
か
ぶ

遠
い
日
の　

先
人
の
夢

そ
び
え
る
大
樹
が　

伝
え
る
歴
史

理
想
を
め
ざ
そ
う　

こ
こ
か
ら

東
吾
妻　

き
み
と　

あ
な
た
と

き
た
え
合
い　

た
く
ま
し
く

誇
り
を
胸
に　

の
び
や
か
に

校旗を受け取った生徒代表佐藤くん

東
吾
妻
中
学
校
の
『
校
訓
』

「
融
」
…
…
伝
統
的
な
良
さ

を
融
合
さ
せ
、
新
た
な
伝
統
を

創
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
「
融
」

「
愛
」
…
…
そ
れ
ぞ
れ
を
支

え
て
き
た
郷
土
を
お
互
い
に
愛
す

る
と
と
も
に
、
生
徒
自
身
を
愛
す

る
心
を
育
む
こ
と
を
願
い
「
愛
」

「
善
」
…
…
人
と
し
て
、
善

き
心
を
育
み
、
善
き
行
い
を
実
践

し
て
い
く
た
く
ま
し
い
意
志
を

持
っ
て
生
き
る
こ
と
を
願
い「
善
」

町花の水仙をモチーフにした校章

東
吾
妻
中
学
校
と
し
て
新
た
な
出
発発発

吾
妻

学
校

新新

学
校
統
合
特
集

第
2
部

開
校
開
校
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統
合
し
て
最
初
の
入
学
式
が
開
校
と

同
日
に
行
わ
れ
１
１
３
人
の
新
入
生
が

中
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

緊
張
の
中
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん

だ
新
入
生
は
自
分
の
名
前
が
先
生
か
ら

呼
ば
れ
る
と
「
は
い
！
」
と
大
き
な
声

で
元
気
よ
く
返
事
を
し
ま
し
た
。
校
長

先
生
か
ら
は
「
一
人
一
人
が
何
が
出
来

る
か
考
え
実
行
す
る
強
い
意
志
を
養
っ

て
ほ
し
い
」
と
新
入
生
と
在
校
生
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

新
中
学
校

初
め
て
の
入
学
式

第
１
期
生
徒
会

本
部
役
員
を
紹
介

　

最
初
の
生
徒
会
本
部
役
員
は
10
人
体
制

で
統
合
前
の
５
中
学
校
の
生
徒
会
長
と
副

会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
生

徒
会
本
部
役
員
の
皆
さ
ん
は
「
東
吾
妻
中

学
校
最
初
の
生
徒
会
で
い
ろ
い
ろ
不
安
は

あ
る
け
れ
ど
、
こ
れ
ま
で
の
中
学
校
生
活

で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
活
か
し
新
し
い
仲

間
と
共
に
新
し
い
伝
統
を
築
い
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

（
右
か
ら
東
、
太
田
、
坂
上
、
原
町
、
岩
島

出
身
の
生
徒
会
本
部
役
員
）

４
月
７
日
㈫
９
時
か
ら
始
ま
っ
た
開

校
式
の
中
で
中
澤
恒
喜
町
長
様
の

力
強
い
「
開
校
宣
言
」
に
よ
り
、
正
式
に

東
吾
妻
中
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
ま
で
町
内
に
あ
っ
た
、東
、太
田
、原
町
、

岩
島
、
坂
上
の
各
中
学
校
を
統
合
し
て
一

つ
の
中
学
校
と
し
て
東
吾
妻
中
が
誕
生
し

ま
し
た
。
こ
の
統
合
は
、
全
国
的
に
も
珍

し
く
、
平
成
に
な
っ
て
か
ら
は
初
め
て
に

な
り
ま
す
。
生
徒
数
は
３
４
４
人
に
の
ぼ

り
、
全
学
年
全
て
４
学
級
、
特
別
支
援
学

校
２
学
級
の
計
14
学
級
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
、
校
内
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

校
訓
は
、
５
中
学
校
の
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ

を
生
か
し
て
新
し
い
も
の
を
創
造
し
て
い

く
と
い
う
意
味
な
ど
を
込
め
て
「
融
・
愛
・

善
」
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
生
徒

一
人
一
人
を
主
役
と
し
て
、
そ
の
力
を
結

集
し
、
職
員
も
生
徒
も
一
丸
と
な
っ
て
知

恵
を
出
し
合
い
、
保
護
者
や
地
域
の
期
待

に
応
え
る
べ
く
、
オ
ー
ル
東
吾
妻
、
チ
ー

ム
東
吾
妻
と
い
う
気
持
ち
を
共
有
し
、
夢

は
で
か
く
「
日
本
一
の
学
校
」
を
目
指
し

て
学
校
を
創
造
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
通
学
す
る
生
徒
た
ち
を
温

か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
学
校

と
し
て
、
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
共

に
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
、
そ
し
て
ご
理
解
と

ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

部活動紹介 開
校
に
あ
た
っ
て

校
長
先
生
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ

新たな中学校では 5地区の中学校にあった
部活動を引き継いで行っています。

部　活　動　名 統合前から活動
していた学校

軟 式 野 球 部 太田・原町・岩島
坂上

卓 球 部 東・坂上

ソフトテニス部男子 太田・原町・岩島

ソフトテニス部女子 東・原町・岩島
坂上

ソ フ ト ボ ー ル 部 太田・原町・坂上

バ レ ー ボ ー ル 部 太田・岩島

バスケットボール部男子 太田・原町

バスケットボール部女子 太田・原町

吹 奏 楽 部 原町

陸 上 競 技 部 東・原町・岩島
（太田・坂上）

駅 伝 競 走 部 （東・太田・原町・岩島・坂上）

東吾妻中学校長
桑原　三七次
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平成 27年度一般会計歳入（　）内対前年比

■問い合わせ先
　役場企画課　財政係

　（内線 221　担当 一場達也）

一般会計歳出（　）内対前年比

用
語
解
説

当初
予算
　平成 27 年度の当初予算が可決

成立され、執行が開始されました。

今年度の一般会計予算は総額85億

1600 万円とし、前年度予算（85 億

5800 万円）に比べると 0.5％の減、

金額にすると 4200 万円の減額と

なりました。

　国の平成27年度予算は地方創生

について「地域の元気創造プラン」

を推進し、地方団体が自主性・主

体性を最大限に発揮できるための

地方財政措置を検討するとしてい

ます。

　町におきましては、地域活性化

や子育て支援等の重点施策と財政

規律のバランスを図りながら、町

民と行政の協働により新町建設計

画の基本理念である『人と自然の

息吹が未来を奏でる笑顔あふれる

まち』を着実に推進する事を踏ま

えて新年度予算を編成いたしまし

た。
当
初
予
算　

年
度
（
４
月
〜
次
の
年
の
３
月
）

開
始
前
に
年
間
予
算
と
し
て
編
成
し
、
成
立
し

た
予
算
の
こ
と
（
補
正
予
算
＝
年
度
の
途
中
で

補
正
し
た
も
の
）

一
般
会
計　

町
の
行
政
運
営
の
中
心
的
な
経
費

を
計
上
し
て
い
る
会
計

特
別
会
計　

特
定
事
業
に
つ
い
て
、
特
定
の
歳

入
と
歳
出
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
会
計
。

特
定
の
目
的
の
た
め
の
会
計
で
、
一
般
会
計
と

区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計　

独
立
採
算
を
原
則
と
す
る
地
方
公

営
企
業
の
会
計
。
収
益
と
費
用
の
発
生
を
記
帳

の
基
準
に
す
る
ほ
か
、
資
産
や
負
債
に
つ
い
て

も
、
経
費
と
分
離
し
て
整
理
し
、
そ
の
経
営
成

績
と
財
産
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
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■一般会計予算額の推移

※予算額については、千円未満を四捨五入して表示しています。

【
一
般
会
計　

歳
入
】

町
税　
町
民
の
皆
さ
ん
が
町
に
納
め
る
税
金

繰
入
金　
基
金
な
ど
か
ら
一
般
会
計
に
繰
り
入

れ
る
お
金

分
担
金
・
負
担
金　

特
定
の
利
益
を
受
け
た

方
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
く
お
金

使
用
料
・
手
数
料　

町
の
施
設
を
使
用
し
た

時
に
支
払
う
使
用
料
や
税
務
町
民
課
な
ど
の
窓

口
で
支
払
う
手
数
料
や
保
育
料
な
ど

地
方
交
付
税　

国
税
の
中
か
ら
、
町
の
行
財

政
状
況
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お
金

町
債　
町
が
借
り
入
れ
る
お
金

地
方
譲
与
税　

国
が
国
税
と
し
て
徴
収
し
た

税
金
の
う
ち
、
町
に
配
分
さ
れ
る
お
金

国
庫
・
県
支
出
金　

特
定
の
事
務
・
事
業
の

財
源
と
し
て
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
一
般
会
計　

歳
出
】

総
務
費　
課
税
・
徴
収
、
選
挙
、
統
計
、
住
民

登
録
な
ど
、
町
の
総
括
的
な
事
務
に
使
う
費
用

民
生
費　
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど

福
祉
全
般
の
事
務
・
事
業
に
使
う
費
用

衛
生
費　
保
健
衛
生
や
ご
み
処
理
な
ど
、
安
全

で
衛
生
的
な
生
活
の
た
め
に
使
う
費
用

農
林
水
産
業
費　

農
産
物
の
生
産
振
興
や
農

地
管
理
な
ど
に
使
う
費
用

商
工
費　
商
工
業
や
観
光
の
振
興
に
使
う
費
用

土
木
費　
道
路
や
公
園
整
備
な
ど
に
使
う
費
用

教
育
費　
学
校
の
運
営
費
や
公
民
館
な
ど
、
教

育
全
般
の
事
務
・
事
業
に
使
う
費
用

消
防
費　
消
防
や
防
災
対
策
な
ど
に
使
う
費
用

公
債
費　
過
去
の
借
入
金
の
支
払
い
に
充
て
る

費
用

■一般会計予算主な内容
議会費 議員報酬等 9960 万円

総務費 渓谷自然公園事業 3億 334 万円

合併市町村振興基金積立事業 2億円

東吾妻町議会議員選挙費 1294 万円

真田丸プロモーション活動事業 2003 万円

民生費 障害児者総合支援事業 3億 4763 万円

老人福祉事業 2億 6196 万円

福祉医療事業 1億 4676 万円

子育て支援費 1億 7595 万円

保育所運営事業 1億 8809 万円

衛生費 吾妻東部衛生施設組合負担金 2億 3655 万円

定期予防接種事業 2307 万円

インフルエンザ予防事業 1485 万円

農林水産業費 公団営畜産基地負担金事業 1億 6734 万円

基盤整備事業（萩生川西地区） 2739 万円

県単小規模土地改良事業 7832 万円

地籍調査費 5360 万円

商工費 住宅新築改修等補助金 1450 万円

東吾妻町観光協会運営費補助金 1750 万円

企業立地奨励金 1653 万円

土木費 道路維持費 1億 2408 万円

道路改良費 1億 3353 万円

ダム関連道路費 7212 万円

橋りょう維持費 2710 万円

下水道事業特別会計繰出金 1億 9748 万円

消防費 吾妻広域圏消防負担金 2億 5654 万円

消防自動車購入費 1380 万円

教育費 給食センター 2億 2243 万円

通学バス運営管理費 1億 5266 万円

小学校施設整備費 1億 2987 万円

公債費 元金 9億 914 万円

利子 1億 3700 万円

■特別会計
会計名 予算額（　）対前年比

国民健康保険
事業勘定 23 億 2526 万円 (+5.8%)

施設勘定 9170 万円 (-1.0%)

後期高齢者医療 1億 9463 万円 (+0.3%)

介護保険 15 億 4106 万円 (+4.2%)

地域開発 8004 万円 (-1.6%)

下水道事業 5億 5744 万円 (+5.4%)

簡易水道 6879 万円 (-1.4%)

■水道会計（企業会計）
項　　目 予算額（　）対前年比

水道事業収益 2億 1771 万円 (-1.4%)

営業収益 1億 8085 万円 (-1.0%)

営業外収益 3686 万円 (+1.5%)

水道事業費用 2億 1771 万円 (-1.4%)

営業費用 1817 万円 (+0.9%)

営業外費用 3557 万円 (-5.7%)

特別損失 42 万円 (-85.3%)

資本的収入 4860 万円 (+636.4%)

資本的支出 1億 5312 万円 (+18.8%)
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①
出
産
祝
金
を
第
１
子
か
ら
支
給

　

今
ま
で
は
第
３
子
以
降
の
み
10
万
円

で
し
た
が
、
引
き
続
き
６
カ
月
以
上
町

内
に
住
所
を
有
す
る
人
の
出
産
に
対
し

第
１
子
か
ら
支
給
し
ま
す
。

第
１
子
…
５
万
円

第
２
子
…
10
万
円

第
３
子
以
降
…
20
万
円

②
安
心
出
産
・
宿
泊
支
援
事
業
補

　

助
金
を
創
設

　

町
外
の
病
院
で
出
産
す
る
際
に
、
病

院
近
く
の
宿
泊
施
設
で
待
機
す
る
場

合
、
そ
の
宿
泊
費
と
交
通
費
を
補
助
し

ま
す
。

○
対
象
者

　

１
年
以
上
町
内
に
居
住
す
る
妊
婦
と

　

付
添
者
１
人

○
補
助
額

・
宿
泊
費
は
、
１
人
１
泊
５
千
円
限
度

で
７
泊
ま
で

・
交
通
費
は
、
宿
泊
施
設
か
ら
病
院
ま

で
で
、
１
人
５
千
円
限
度

③
不
妊
治
療
費
補
助
の
拡
充

　

今
ま
で
の
特
定
不
妊
治
療
に
加
え
、

一
般
不
妊
治
療
も
補
助
対
象
と
し
ま

す
。い
ず
れ
も
費
用
の
２
分
の
１
相
当
、

年
１
回
の
２
カ
年
限
度
で
す
。

○
補
助
額

・
特
定
不
妊
治
療
費
補
助
は
、
体
外
受

精
ま
た
は
顕
微
授
精
費
用
で
10
万
円

ま
で

・
一
般
不
妊
治
療
費
補
助
は
、
５
万
円

ま
で

④
中
学
も
入
学
祝
金
支
給

　

今
ま
で
は
小
学
校
入
学
だ
け
で
し
た

が
、
中
学
校
入
学
に
対
し
て
も
支
給
し

ま
す
。

・
小
学
校
入
学
…
３
万
円

・
中
学
校
入
学
…
３
万
円

⑤
保
育
料
を
13
％
引
き
下
げ

　

新
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
保
育
料
を

平
均
で
13
・
７
％
引
き
下
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
保
育
時
間
８
時
間
ま
で
の
短
時

間
保
育
料
が
で
き
ま
し
た
。

⑥
さ
か
う
え
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設

　

坂
上
小
学
校
近
く
に
あ
っ
た
旧
坂
上

診
療
所
を
活
用
し
て
、
さ
か
う
え
児
童

ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
を
開
設
し
ま
し

た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

①
・
⑤
・
⑥
に
つ
い
て　

　

役
場
保
健
福
祉
課　

こ
ど
も
係

（
内
線

１
２
４　

担
当

腰
塚
丈
弘
）

②
・
③
に
つ
い
て

　

東
吾
妻
町
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
68
・
５
０
２
１　

担
当
福
田
久
美
子
）

④
に
つ
い
て

　

町
教
育
委
員
会
教
育
課
学
校
教
育
係

（
☎
59
・
３
０
１
７　

担
当

西
巻
雅
子
）

　

４
月
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
新
制
度
に
あ
わ
せ
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で

の
５
年
間
の
計
画
で
、
こ
れ
か
ら
の
子
育
て
支
援
の
指
針
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
の
新
た
な
事
業
や
拡
充
し
た
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

町
の
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
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　町選挙管理委員会より４月 26 日執行
の東吾妻町議会議員選挙の投票結果をお
知らせします。なお、県議会議員選挙は
選挙すべき人員２人を超えなかったため
無投票となりました。

■問い合わせ先
　東吾妻町選挙管理委員会／役場総務課内
　（内線 235　担当 加部貴宏）

■県議会議員選挙（吾妻郡選挙区）無投票（敬称略）
●南波　和憲［自由民主党］（無投票当選） ●萩原　渉［自由民主党］（無投票当選）

第 18回統一地方選挙（県議選・町議選）の投開票結果第 18回統一地方選挙（県議選・町議選）の投開票結果

■町議会議員選挙　結果（敬称略）

候補者名（届出順） 所　属 得票数

【当選】 里見　武男 無所属 603 票

高橋　徳樹 無所属 354 票

【当選】 根津　光儀 無所属 534 票

【当選】 茂木　恒二 無所属 411 票

【当選】 山田　信行 無所属 982 票

【当選】 一場　明夫 無所属 585 票

【当選】 佐藤　聡一 無所属 595 票

【当選】 樹下　啓示 無所属 724 票

【当選】 竹渕　博行 無所属 364 票

【当選】 青柳はるみ 公明党 744 票

【当選】 重野　能之 無所属 640 票

【当選】 金澤　　敏 日本共産党 673 票

【当選】 小林　光一 無所属 646.479 票

【当選】 須崎　幸一 無所属 700.520 票

【当選】 浦野　政衛 無所属 463 票

■町議会議員選挙各投票所の投票結果

番号 投票所
選挙区

投票者数 投票率
1 あづま農村環境改善センター 339 77.57％

２ 東公民館箱島分館 480 78.69％

３ 東公民館岡崎分館 280 72.73％

４ 東公民館新巻分館 261 77.22％

５ 岩井公民館 642 71.33％

６ 東吾妻町太田公民館 601 75.31％

７ 小泉会館 209 79.47％

８ 泉沢公民館 178 77.73％

９ 東吾妻町中央公民館 749 66.64％

10 原町幼稚園 931 65.84％

11 原町保育所 830 74.51％

12 厚田新井集会所 530 78.64％

13 矢倉多目的集会施設 489 73.53％

14 東吾妻町岩島公民館 403 72.35％

15 漆貝戸集会所 262 68.23％

16 松谷集会所 163 73.09％

17 大戸公民館 480 69.16％

18 萩生区民会館 291 70.12％

19 西榛名婦人ホーム 114 52.29％

20 坂上幼稚園 322 66.26％

21 須賀尾公民館 283 75.27％

22 大柏木集会所（公民館） 322 78.35％

計 9159 72.03％

※期日前投票および不在者投票などを各投票区の投票者数
に割り振ってあります。
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町
の
で
き
ご
と

Higashiagatsuma Town News

　４月 11 日に岩井親水公園で第６回東吾妻町すいせん祭りが開催されました。心配され
た雨も上がり晴れ間を見せる陽気となった当日は 2000 人を超える来場者で賑わいまし
た。会場では商工会や婦人会などが出店し色鮮やかなすいせんの販売やくじ引きなどが
行われ、上州いわびつ連による阿波踊りや ZEROSEN キッズによるダンスショーなども大
いに盛り上がりイベントに花を添えました。また、町のマスコット水仙ちゃんがぐんま
ちゃんと共に登場し、こどもたちは大歓声を上げました。水仙ちゃんはこれからも町の
さまざまなイベントに登場する予定です。

水仙ちゃんとぐんまちゃんが登場
６回東吾妻町すいせん祭り第

　４月９日から新しい緑のふるさと協力隊員、田中静
さんが来町しました。田中さんは「まだ慣れない生活
に戸惑っていますがなんでも積極的に挑戦したい」と
語りました。

【緑のふるさと協力隊とは？】
　農山村に関心を抱く若者たちを自治体に１年間派遣する地
球緑化センターが提供するプログラムです。協力隊は、農
作業やイベントの手伝いなどの活動を通して多くの人と交流
し、まちづくりや情報発信など地域おこしを手伝います。

今年度から岩島・坂上地区で活動します
のふるさと協力隊、新隊員が来町緑
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　４月５日に第８回町老人クラブ連合会芸能発表会
がコンベンションホールで開催され、当日は多くの
方が参加しました。詩吟や民踊などのほか座り体操
やフォークダンスが披露され最後は参加者全員によ
る「青い山脈」が合唱されました。

　３月 28 日にノルディックウオーキングがあづま
親水公園周辺で開催され多くの方が参加しました。
町外の方も多数参加し約５kmのコースを歩きまし
た。ノルディックウオーキングは２本のポールを
持って歩くことにより効率よく体を動かすことが出
来るウオーキングで岩櫃ふれあいの郷健康増進セン
ターが主体となって体験会を開催しています。

　４月 19 日に原町八坂神社の周辺道路で原町安市
祭が行われ、地域の方を始め多くの人が訪れました。
当日は歩行者天国になり、会場では苗木や草花、盆
栽などの販売のほか、雑貨や金物などの露店も出店
されました。

　４月 18 日に岩島駅を起点とした「駅からハイキ
ング」が開催されました。106 人の参加者は国指定
名勝「吾妻峡」や道の駅「あがつま峡」などを巡る
約 9.5kmのコースを景色を楽しみながら歩き、爽や
かな汗を流しました。

練習の成果を披露
老連芸能発表大会町

健康のために歩こう
ルディックウオーキングノ

長く続く歴史と共に

町安市が今年も開催原

岩島駅から吾妻峡を巡る
からハイキング駅
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桜
の
色
づ
い
た
桃
色
の
景
色
か

ら
、
5
月
と
な
っ
て
新
緑
の

緑
へ
と
色
彩
が
変
化
し
て
い
き
ま

す
。
月
日
に
よ
っ
て
自
然
の
色
味

が
楽
し
め
る
こ
と
は
町
内
に
残
る

自
然
が
雄
大
で
多
彩
な
証
拠
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
今
月
の
歴
史
・

文
化
探
訪
は
、
町
内
に
残
る
信
州

石
工
の
作
品
、
畔
宇
治
神
社
の
石

灯
籠
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

畔
宇
治
神
社
は
坂
上
地
区
の
大

字
大
戸
字
畔
宇
治
に
位
置
す
る

古
刹
の
神
社
で
す
。
文
永
元
年

（
１
２
６
４
年
）
に
近
江
国
（
今
の

滋
賀
県
）
滋
賀
郡
堅
田
郷
白
髪
神

を
勧
請
し
、文
永
十
年
（
１
２
７
３

年
）
に
宮
殿
を
建
立
し
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
国
時
代
に

な
る
と
、天
正
十
年（
１
５
８
２
年
）

に
真
田
信
繁
（
幸
村
）
の
兄
で
あ

る
真
田
信
幸
が
本
殿
を
修
理
し
た

と
も
い
わ
れ
て
い
る
歴
史
あ
る
神

社
で
す
。

　

社
殿
に
つ
い
て
は
そ
の
建
立
年

代
こ
そ
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

大
戸
の
分
限
者
と
い
わ
れ
る
加
部

安
左
衛
門
（
２
代
目
）
が
改
築
し

た
と
い
わ
れ
、
先
の
真
田
信
幸
や

加
部
安
左
衛
門
な
ど
当
町
に
関
連

す
る
有
名
な
人
物
が
こ
の
神
社
に

は
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

畔
宇
治
神
社
の
石
灯
籠
は
昭
和

47
年
３
月
に
町
指
定
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
一
対
の
石
灯
籠
で

す
。
大
戸
宿
と
さ
れ
る
宿
場
跡
か

ら
上
宿
旧
道
の
参
詣
口
（
畔
宇
治

神
社
の
参
道
入
口
部
分
）
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
国
道
４
０
６
号
が

畔
宇
治
神
社
の
社
殿
と
参
道
入
口

の
間
を
横
断
し
て
い
る
た
め
、
石

灯
籠
は
神
社
本
殿
か
ら
国
道
を
挟

ん
で
反
対
側
に
あ
り
ま
す
。

　

灯
籠
は
先
に
出
て
き
ま
し
た
加

部
安
左
衛
門
の
10
代
目
（
兼
重
）

が
文
政
九
年
（
１
８
２
６
年
）
に

一
対
を
神
社
に
寄
進
し
た
も
の
で

す
。
高
さ
は
お
よ
そ
3.5
ｍ
を
測
り
、

形
態
・
文
様
な
ど
非
常
に
精
巧
で

優
美
な
作
品
で
す
。
特
に
笠
の
先

端
か
ら
伸
び
る
蕨
手
は
、
龍
頭
と

し
て
口
か
ら
出
る
舌
を
表
し
て
い

る
彫
刻
で
あ
り
こ
の
灯
籠
の
造
形

美
を
代
表
す
る
箇
所
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
灯
籠
に
は
製
作
に
関
わ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
石
工
の
名
前
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
刻
ま
れ
た
銘

に
は
、「
信
州
伊
奈
郡
赤
木
邑
石
工

棟
梁
手
塚
曽
助
知
魚
」
や
「
同
国

同
郡
下
牧
邑
石
工
池
上
仙
蔵
繁
吉
」

の
名
と
共
に
知
魚
の
門
人
と
し
て

３
人
の
名
が
確
認
出
来
ま
す
。
手

塚
曽
助
知
魚
と
池
上
仙
蔵
繁
吉
は

共
に
信
州
伊
奈
郡
の
赤
木
村
と
下

牧
村
の
石
工
で
あ
り
、
２
人
と
も

長
野
県
で
あ
る
信
州
高
遠
領
に
属

し
た
い
わ
ゆ
る
高
遠
石
工
と
呼
ば

れ
る
人
物
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

信
州
高
遠
の
石
工
は
徳
川
家
康

の
命
に
よ
っ
て
江
戸
城
の
工
事
に

従
事
し
た
こ
と
が
新
編
武
蔵
風
土

記
稿
に
記
さ
れ
る
な
ど
多
く
の
優

秀
な
石
工
を
輩
出
し
た
土
地
で
あ

る
こ
と
で
有
名
で
す
。
ま
た
、
か

れ
ら
は
旅
稼
ぎ
と
し
て
各
地
に
そ

の
作
品
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
知

ら
れ
、
長
野
県
・
群
馬
県
以
外
で

も
埼
玉
県
や
山
梨
県
、
神
奈
川
県

な
ど
で
彼
ら
の
作
品
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
東
吾
妻
町

で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
畔
宇
治

神
社
の
石
灯
籠
に
刻
ま
れ
る
手
塚

曽
助
知
魚
は
、
岩
下
十
王
堂
の
弘

法
大
師
座
像
の
製
作
に
関
わ
り
、

池
上
仙
蔵
繁
吉
は
本
宿
の
吉
岡
神

社
に
残
る
灯
籠
や
大
戸
石
尊
山
山

頂
の
石
祠
に
そ
の
名
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
の
で
町
内
で
様
々
な
石
造

物
の
製
作
に
関
わ
っ
た
人
物
な
の

で
し
ょ
う
。
そ
の
他
に
も
町
内
の

石
造
物
に
は
信
州
石
工
の
名
が
数

多
く
刻
ま
れ
て
お
り
、
信
州
石
工

が
旅
稼
ぎ
を
す
る
地
域
と
し
て
こ

の
東
吾
妻
町
も
位
置
付
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

歴
史
上
の
人
物
も
関
わ
り
、
ま

た
近
隣
の
優
秀
な
石
工
が
製
作
に

関
わ
っ
た
畔
宇
治
神
社
と
石
灯
籠
。

神
社
と
と
も
に
石
灯
籠
は
、
町
内

に
残
る
信
州
石
工
の
貴
重
な
作
品

と
し
て
大
切
に
残
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

東吾妻町の
歴史・文化探訪
ー問い合わせ先／東吾妻町教育委員会教育課（☎ 59-3370　担当 吉田智哉）

畔
宇
治
神
社
と
は

神
社
に
残
る
石
灯
籠

信
州
石
工
の
作
品

畔
宇
治
神
社
の
石
灯
籠
〜
信
州
石
工
の
造
形
美
〜
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第 15 回野鳥の写真展第 15 回野鳥の写真展
開催について開催について　

　中央公民館では、日本野鳥の会吾妻
の協力を受け第 15 回野鳥の写真展を
開催します。普段あまり目にすること
のない鳥の姿や、見なれない鳥の意外
な姿を捉えた作品などが展示されます。
ぜひ、ご来館来ください。

●期日
　平成 27 年５月９日㈯～ 16 日㈯
●時間
　９時～ 17 時（初日は 13 時から）
●場所　中央公民館　相談室

●問い合わせ先
　中央公民館
　（☎ 68-2412　担当 田中　博）

■児童図書
『こどもに聞かせる　世界の民話　第 1集』………
『泣けないサボテン』………………………………
『びっくりこたつ』……………………………………
『もっとしごとば』……………………………………
■問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）

矢崎源九郎　著
なすかつら　著
新井　洋行　著
鈴木のりたけ　著

＝新着図書情報＝
■一般図書

おすすめの一冊①
『神様のカルテ０ZERO』　

夏川　草介　著

　二度映画化され、日本中を温かい心
に包み込んだ、シリーズ 300 万部突破
のベストセラー『神様のカルテ』にま
つわる人々の前日譚。信州にある 24
時間 365日営業の本庄病院で働く内科
医、栗原一止を描く珠玉の短編集。

おすすめの一冊②
『漂流郵便局　届け先のわからない手
紙、預かります』　

久保田沙耶　著

　瀬戸内海の小さな島の不思議な郵便
局に寄せられた手紙。心に響き、心を
揺さぶる手紙 69 通を収録した届け先
不明の想いが流れつく郵便局の物語 。

中央公民館へ行こう !!

　ありがとう

ございました

あたたかい　こころ

◆町社会福祉協議会へ
❀ペットボトルキャップ 19㎏

　坂上小学校　さま
❀ペットボトルキャップ 77㎏
　使用済み切手 500 枚

坂上中学校生徒会　さま

◆町教育委員会へ
❀交通安全おまもり 90 個

　中澤利雄　さま
❀交通安全下敷き 86 枚
　（一社）群馬県自動車整備振興会

　　　会長　大山俊作　さま

◆岩島保育所へ
❀パンジー 48 株

　富澤一男　さま
『60 歳からの超入門書　男のええ加減料理』……
『火星に住むつもりかい？』…………………………
『死んでたまるか』……………………………………
『執着　捜査一課・澤村慶司』………………………
『モタさんの " 言葉 "』……………………………… 
『下半身動かぬセラピー犬　シャネル』……………
『根付の彫り方』………………………………………
『入門百科＋　宇宙飛行士入門』…………………
『宰相Ａ』………………………………………………
『絶叫』…………………………………………………

石蔵　文信　著
伊坂幸太郎　著
伊東　　潤　著
堂場　瞬一　著
斎藤　茂太　著
青木　　健　著
田中　俊 　著

田中　慎弥　著
葉真中　顕　著

渡辺　勝巳　監修
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お知らせコーナーお知らせコーナー

昭和 15年６月２日～７月１日生まれの方へ
　75 歳の誕生日から後期高齢者医療該当者です。５
月 25 日前後に『後期高齢者医療保険者証』を緑色の
封筒で郵送しますので、ご確認ください。
■問い合わせ先　役場町民課　後期高齢者医療係
 （内線 116　担当 武藤大輔）

後期高齢者医療被保険者の皆さまへ
　平成 27 年度版「後期高齢者医療制度のごあんない」
を配布しますので、内容をご確認ください。

家屋を新築・増築または取り壊した方は
ご連絡ください

　家屋を新築または増築しますと、担当職員が訪問
調査をさせていただきます。この調査は固定資産税
の算定基礎となる評価額を算出するために必要な調
査です（取り壊した時も現地確認に伺います）。
■連絡・問い合わせ先
　役場税務課　固定資産税係
　　　　　　　（内線 134　担当 小林　稔）

　

焼
却
行
為
は
近
隣
住
民
に
迷
惑
を
か

け
、
環
境
に
負
荷
を
与
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
例
外
的
に
焼
却
行
為
が
認
め
ら
れ
て

い
る
も
の

①
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
の
風
俗
習
慣
上
ま

た
は
宗
教
上
の
行
事
に
伴
う
も
の

②
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
学
校

教
育
や
社
会
教
育
活
動
に
伴
う
も
の

③
災
害
の
応
急
対
策
、
農
作
物
な
ど
の
残

渣
処
理
や
病
害
虫
駆
除
に
よ
る
も
の

の
ほ
か
一
過
性
の
軽
微
な
も
の
な
ど

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、
周
辺
の
生
活
環

境
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
最
大
限

配
慮
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
、
ゴ
ム
な
ど
の

焼
却
は
量
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
最
近
、
農
作
物
残
渣
な
ど
の
焼
却
行

為
に
つ
い
て
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す

　

農
作
物
残
渣
な
ど
の
焼
却
行
為
は
原

則
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
処
分
す
る

場
合
に
は
、
吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

へ
搬
入
す
る
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

や
む
を
得
ず
焼
却
処
分
す
る
場
合
で

も
「
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
与
え
る

影
響
が
軽
微
な
場
合
」
に
限
り
例
外
的

に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
の
で
、

近
隣
住
民
の
方
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い

よ
う
風
の
向
き
や
強
さ
な
ど
を
十
分
考

慮
し
て
少
量
ず
つ
行
う
な
ど
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
課

　
（
０
２
７
・
２
２
６
・
２
８
６
５
）

　

群
馬
県
庁
環
境
保
全
課

　
（
０
２
７
・
２
２
６
・
２
８
３
７
）

　

役
場
町
民
課　

環
境
対
策
係

　
（
内
線
１
１
３

担
当
春
原
功
男
・
一
場
春
美
）

屋
外
で
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

案内案内　
『
放
課
後
子
ど
も
教
室
』
は
、
放
課
後

の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
活
動

拠
点
を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動

や
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
や
自
主

性
な
ど
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
活

動
で
す
。
こ
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

協
力
ス
タ
ッ
フ
を
以
下
の
と
お
り
追
加

募
集
し
ま
す
。

■
活
動
内
容

  

子
ど
も
教
室
で
は
、
各
種
体
験
活
動
・

工
作
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
・
季
節
に
あ
っ
た

イ
ベ
ン
ト
、
学
習
な
ど
を
実
施
し
て
お

り
、
現
在
、
太
田
小
学
校
・
坂
上
小
学

校
の
児
童
を
対
象
に
お
お
む
ね
週
１
回
、

両
地
区
の
公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

協
力
ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
の

サ
ポ
ー
ト
や
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見

守
る
役
割
を
持
ち
、『
教
育
活
動
サ
ポ
ー

タ
ー
』
と
し
て
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
募
集
人
数　

教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー 

４
人
程
度

■
資
格
・
条
件
な
ど

　

年
齢
・
性
別
は
問
わ
ず
、
特
別
な
資

格
等
は
不
要
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
障
害

保
険
に
つ
い
て
は
、
教
育
課
で
加
入
し

ま
す
。
ま
た
、
教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー

に
は
、
県
の
実
施
要
綱
に
基
づ
い
た
謝

金
を
支
払
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
支
援
に
関
心
の
あ
る
方
の
ご
協

力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
受
付
期
間　

　

平
成
27
年
５
月
20
日
㈬
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
教
育
課　
社
会
教
育
係

　
（
☎
59
・
３
３
７
０

担
当
酒
井
文
彰
・
富
澤
辰
男
）

案内案内

『
放
課
後
子
ど
も
教
室
』
協
力
ス
タ
ッ
フ
追
加
募
集
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東
吾
妻
町
地
域
振
興
事
業
補
助
金

に
、
新
た
に
「
美
化
事
業
」
を
追
加

し
ま
す
。

　

地
域
住
民
ま
た
は
そ
の
地
域
に
所
在

す
る
企
業
が
、
地
域
環
境
を
美
化
し
よ

う
と
す
る
活
動
に
対
し
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
道
路
や
水
路
な
ど
の
除
草
、

花
の
植
栽
は
も
と
よ
り
、
維
持
管
理
が

行
き
届
か
な
い
道
路
に
面
し
た
民
有
地

な
ど
の
除
草
や
植
栽
活
動
も
該
当
し
ま

す
。
企
業
・
事
業
所
な
ど
に
お
い
て
は
、

地
元
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
良
い
機
会
で
す
！

■
対
象
と
な
る
団
体

①
構
成
員
は
６
人
以
上
と
し
ま
す
。
た

だ
し
未
成
年
者
の
み
の
団
体
は
対
象

外
で
す
。

②
行
政
区
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
で

組
織
す
る
団
体
、
そ
の
地
域
に
根
ざ

し
た
企
業
も
対
象
と
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
任
意
団
体
や
企
業
に
お
い

て
は
、
行
政
区
と
の
連
絡
調
整
を
事

前
に
図
り
、
活
動
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
事
業

①
道
路
や
水
路
な
ど
の
除
草
ま
た
は
花

な
ど
の
植
栽

②
町
や
行
政
区
な
ど
が
管
理
す
る
公
共

性
の
高
い
地
域
資
源
の
除
草
ま
た
は

花
な
ど
の
植
栽

※
集
会
所
用
地
、
防
火
水
槽
用
地
ま
た

は
公
園
用
地
な
ど

③
道
路
に
面
し
、
公
開
性
の
高
い
土
地

の
除
草
ま
た
は
花
な
ど
の
植
栽
で
、

民
有
地
に
お
い
て
は
土
地
所
有
者
の

同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
も
の

■
交
付
金
額
…
１
団
体
２
万
円
／
年

※
年
度
内
に
２
回
以
上
活
動
を
行
う
こ

と
が
条
件
で
す
。

■
申
込
期
限　

平
成
27
年
６
月
30
日
㈫

■
そ
の
他

※
国
、
県
、
町
の
同
種
の
事
業
と
の
重

複
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
１
団
体
が
複
数
申
請
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
団
体
を
分
割
し
て
複
数
団
体
で
申
請

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、

振
込
口
座
が
同
じ
場
合
は
１
団
体
と

み
な
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
建
設
課　

管
理
係

　
（
内
線
５
１
７

担
当
茂
木　

努
・
小
林
真
之
）

●役場問い合わせ先／東吾妻町役場（☎ 68-2111）　

　介護保険料の納付は、郵送される納付書により、
金融機関または役場税務会計課で納めてください。
なお、年金からの天引きが可能になりましたら通知
します。

■問い合わせ先　役場保健福祉課　介護保険係
（内線 122　担当 小池未來人）

　町では、町民の皆さんが自宅の新築・増築・改修
工事などを行う場合工事費用に対する補助制度を設
けています。新築や改修などをお考えの方はぜひご
利用ください。また、工事を始める前に、役場地域
政策課で申請手続きをお願いします。

■問い合わせ先　役場地域政策課　商工観光係
（内線 242　担当 小池和良・小林和樹）

65 歳になった方へ
　（昭和 25年４月２日～５月１日生まれ）
※東吾妻町へ転入された 65歳以上の方へ

住宅新築改修等補助金交付制度
をご活用ください

地
域
で
の
除
草
や
花
の
植
栽
事
業
を
行
う
団
体
に　

地
域
で
の
除
草
や
花
の
植
栽
事
業
を
行
う
団
体
に　

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
！　

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
！　

案内案内　

こ
の
運
動
は
、
県
民
一
人
一
人
に
交

通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
は
か
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
相
手
の
立

場
に
立
っ
た
「
優
し
さ
」
と
「
思
い
や
り
」

の
あ
る
運
転
や
行
動
を
実
践
し
、｢

交
通

安
全
県
・
群
馬
」
の
確
立
を
は
か
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、｢

慣
れ
た
道　

出
会
い
頭

は　

要
注
意
」
を
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
、「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
」
が
運
動
の
基
本
に
あ
り
、『
自
転

車
の
安
全
利
用
の
推
進
』『
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
』『
飲
酒
運
転

の
根
絶
』
を
重
点
に
掲
げ
、
県
内
各
地

域
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し

ま
す
。

■
期
間

　

平
成
27
年
５
月
11
日
㈪

〜
20
日
㈬
の
10
日
間

■
期
間
中
の
活
動

　

各
実
施
機
関
・
団
体
に
よ
る
、
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
掲
示
、
配
布
に
よ
る

広
報
啓
発
活
動
や
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

安
全
対
策
係

　
（
内
線
２
３
３　

担
当
寺
嶋
龍
司
）

案内案内

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施
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お知らせコーナーお知らせコーナー

　
「
今
月
は
コ
ー
ヒ
ー
の
お
話
で

す
」、
と
話
を
進
め
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
回
は
多
く
の
方
が
気
に

さ
れ
て
い
る
認
知
症
を
テ
ー
マ
に

し
ま
す
。

　

現
在
わ
が
国
に
は
約
２
０
０
万

人
の
認
知
症
の
方
が
い
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
高
齢
者
割
合
の
増
加

に
よ
り
今
後
も
認
知
症
患
者
は
増

え
続
け
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
界
中
で
増
加
傾
向
で
あ
り
、
一

説
に
よ
る
と
７
秒
に
１
人
の
割
合

で
新
た
な
認
知
症
が
発
症
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
他
人
事
で
は
済
ま

す
こ
と
は
で
き
な
い
問
題
で
す
。

　

認
知
症
を
根
治
さ
せ
る
夢
の
よ

う
な
薬
は
残
念
な
が
ら
現
時
点
で

は
存
在
し
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、
認

知
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
心
掛
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
認
知
症
に
も

い
く
つ
か
タ
イ
プ
が
存
在
し
ま
す

が
、
最
近
の
見
解
で
は
動
脈
硬
化
が

認
知
症
に
大
き
く
関
与
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
認

知
症
の
中
で
も
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
が
最
も
多
い
の
で
す
が
、

次
に
多
い
認
知
症
は
脳
梗
塞
や
脳

出
血
な
ど
動
脈
硬
化
が
大
き
く
関

係
す
る
病
気
が
原
因
で
発
症
し
ま

す
。
ま
た
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
の
８
割
の
患
者
さ
ん
に
も
動

脈
硬
化
性
の
要
素
も
合
併
し
て
い

る
ら
し
い
の
で
す
。
逆
に
言
う
と
、

動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
、
つ
ま
り
、

高
血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
糖
尿

病
な
ど
の
病
気
を
し
っ
か
り
治
療

す
る
こ
と
で
認
知
症
の
発
症
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
生
活
習
慣
が
認
知
機
能
と
関

連
し
て
い
ま
す
の
で
、
日
頃
の
生
活

に
注
意
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
で
、
題
の
「
モ
カ
・
ジ
ェ

イ
」
で
す
が
、
今
ま
で
の
物
忘
れ

の
検
査
と
比
べ
て
、
軽
症
の
認
知

症
を
敏
感
に
発
見
で
き
る
検
査
の

こ
と
で
す
。
正
式
に
は
日
本
語
版

「
Ｍ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｌ　

Ｃ
ｏ
ｇ
ｎ

ｉ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ　

Ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｍ

ｅ
ｎ
ｔ
（
Ｍ
ｏ
Ｃ
Ａ-

Ｊ
）
と
い

い
ま
す
。
10
分
く
ら
い
の
質
問
検

査
で
軽
度
の
認
知
障
害
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
、
な
お
か
つ
そ
の

結
果
を
今
後
の
認
知
症
の
進
行
予

防
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
、
診
療
所
で
は
こ
の
検
査
を

上
手
く
活
用
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

動
脈
硬
化
を
少
し
で
も
予
防
す
る

こ
と
で
、
認
知
症
の
発
症
に
立
ち

向
か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

国
保
診
療
所　

藤
原
健
史

【
モ
カ
・
ジ
ェ
イ
っ
て

何
で
す
か
？
】

★「５月の診療予定表」★「５月の診療予定表」
日 月 火 水 木 金 土

３
休日
当番医

４
休　診

５
休　診

６
休　診

７
午後
往診

８
午後
往診

９
休　診

10
休　診

11
午後
吾妻准看
学校講義

12
休　診

13
午後
往診

14
午後
東幼
内科健診

15
午後
太田幼
内科健診

16
休　診

17
休　診

18
午後
吾妻准看
学校講義

19
休　診

20
午後
太田小
予防接種
内科健診

21
午後
個別接種

22
午後
東小
予防接種
内科健診

23
休　診

24
休　診

25
午後
吾妻准看
学校講義

26
休　診

27
午後
太田小
内科健診

28
午後
太田小
予防接種

29 30
休　診

31
休　診

6/1 ２
休　診

３ ４ ５ ６
休　診

東吾妻町国民健康保険診療所だより東吾妻町国民健康保険診療所だより

＊当院では予約診療を行っております。定期受診の方は予約での
診療をお願いします。
＊午後は予定表になくても往診などとなることが多いため、午後
来院される場合はあらかじめ診療所に連絡をお願いします。
■受付時間
・午前…８時 30 分～ 11 時 45 分　・午後…14 時～ 17 時
■診療時間
・午前…９時～ 12 時　・午後…14 時～ 17 時
■連絡先　☎ 59-3010　 FAX 59-3161
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期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

８日㈮ 四種混合予防接種 13:45 ～ 14:15
【初回】平成 26年 11月～平成 27年 1月生まれ

生後 90月までで３回接種が済んでいない人
【追加】  平成 25年９月生まれ

５月の予防接種日程表
❶太田・原町・岩島・坂上地区　●会場・問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021　担当 野山しのぶ）

５月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021　担当 野山しのぶ）　
※の会場は福祉センターになりますので、間違えないように気を付けてください。

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

12 日㈫ 歯っぴい歯科健診
（フッ素塗布） 13:30 ～ 13:45

平成 23年 10月・11月、平成 24年 10月・11月、
平成 25年４月・５月生まれ
フッ素塗布希望者は歯ブラシを持参のこと

13日㈬ 歯っぴい歯科健診
（フッ素塗布） 13:30 ～ 13:45 平成 22年 10月・11月、平成 23年４月・５月生まれ

フッ素塗布希望者は歯ブラシを持参のこと

14日㈭ 歯っぴい歯科健診
（フッ素塗布） 13:30 ～ 13:45 平成 21年 10月・11月、平成 22年４月・５月生まれ

フッ素塗布希望者は歯ブラシを持参のこと

15日㈮ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00  乳幼児の希望者（事前に申し込んでください）

18日㈪

４カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 27年 1月生まれ

７カ月児健康診査 13:45 ～ 14:00 平成 26年 10月生まれ（B.C.G 接種を行います）

１歳児健康診査 14:00 ～ 14:15 平成 26年４月生まれ

※ 19日㈫ ラッコクラブ 10:00 ～ 10:15 ４カ月児から１歳児までの希望者

22日㈮ １歳 6カ月児健康診査
（フッ素塗布） 13:30 ～ 13:45 平成 25年 9月・10月生まれ

❷東地区　●会場／あづま農村環境改善センター　●問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021　担当 藤岡由美）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

18 日㈪ ピヨピヨクラブ ９:30 ～ 10:00 幼稚園入園前までの子どもと保護者

❷東地区　●会場／国保診療所　●問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021　担当 野山しのぶ）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

21 日㈭ 第２回乳幼児個別接種 14:00 ～ 14:30 「予防接種のお知らせ」を参照してください
５月 14日㈭までに申し込んでください

５月の当番医予定表５月の当番医予定表
期日 内　　　　　　科 外　　　科 休日夜間

10 日㈰
吾妻脳外循環科
（原町☎ 68-5211）

草津温泉松岡医院
（草津☎ 0279-88-7611）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3055）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3055）

17 日㈰
吾妻さくら病院

（中之条 ☎ 75-3055）
嬬恋村診療所

（嬬恋 ☎ 0279-97-3020）
原町赤十字病院

（原町 ☎ 68-2711）
原町赤十字病院

（原町 ☎ 68-2711）

24 日㈰
後藤医院

（中之条☎ 75-2230）
草津こまくさ病院

（草津 ☎ 0279-88-4321）
吾妻さくら病院

（中之条 ☎ 75-3055）
吾妻さくら病院

（中之条 ☎ 75-3055）

31 日㈰
小池医院

（岩下☎ 67-2030）
長野原診療所

（長野原☎ 0279-85-2259）
原町赤十字病院

（原町 ☎ 68-2711）
原町赤十字病院

（原町 ☎ 68-2711）

※診療時間は９時から 17 時まで（休日夜間は 17 時以降）です。できるだけ時間内に受診してください。
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県
で
は
「
縁
結
び
世
話
人
」
が
結

婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
か
ら
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
カ
ー
ド
を
お
預
か
り
し
、
ふ

さ
わ
し
い
相
手
を
探
し
出
し
て
出
会
い

の
斡
旋
を
す
る
「
ぐ
ん
ま
縁
結
び
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
事
業
を
平
成
22
年
９
月
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
縁
結
び
世
話
人
」
は
群
馬
県
地
域
婦

人
団
体
連
合
会（
地
婦
連
）の
会
員
の
内
、

県
が
実
施
す
る
研
修
を
受
け
た
方
で
現

在
２
０
０
人
ほ
ど
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

お
預
か
り
し
た
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
カ
ー
ド

は
、
地
婦
連
の
支
部
単
位
お
よ
び
県
域

で
の
交
流
会
で
情
報
交
換
さ
れ
、
赤
い

糸
を
見
つ
け
出
す
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

登
録
は
無
料
。
情
報
は
世
話
人
同
士

の
信
頼
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
っ
て
流

れ
る
の
で
安
全
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

東
吾
妻
町
婦
人
会
「
縁
結
び
世
話
人
」

　

児
玉
美
代
子
（
☎
68
・
３
０
２
０
）

　

片
桐　

定
子
（
☎
68
・
４
４
７
９
）

　

高
平
滿
里
子
（
☎
68
・
４
４
５
９
）

　

一
場　

文
子
（
☎
68
・
３
５
３
３
）

　

町
で
は
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
集

団
検
診
を
行
い
ま
す
。

■
内
容
・
対
象
者
・
費
用

①
健
康
診
査　

40
歳
以
上
お
よ
び
30
歳
・

35
歳
は
無
料
、
40
歳
未
満
は
３
千
円

②
結
核
・
肺
が
ん
検
診　

・
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
の
み
…
40
歳
以
上

は
無
料
、
40
歳
未
満
は
２
０
０
円

・
喀
痰
検
査
実
施
者
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
当
日
申
し
込
み
）
…
５
０
０
円

※
感
染
症
予
防
法
に
よ
り
、
65
歳
以
上

の
方
は
年
に
１
回
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

③
前
立
腺
が
ん
検
診　

６
０
０
円
（
50

歳
以
上
の
男
性
希
望
者
）

④
肝
炎
検
診　

無
料
（
原
則
40
歳
の
希

望
者
）

※
該
当
地
区
の
都
合
が
悪
い
場
合
は
、

ほ
か
の
会
場
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

ま
た
、
平
日
都
合
の
悪
い
方
も
土
曜

日
・
日
曜
日
の
健
診
が
あ
り
ま
す
の

で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
68
・
５
０
２
１

担
当
長
沼
千
恵
子
・
富
澤
哲
也
）

役
場
町
民
課　

国
保
年
金
係

（
内
線
１
１
６　

担
当
都
所
宏
一
）

　

群
馬
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
お
よ

び
前
橋
地
方
法
務
局
で
は
、
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
を
記
念
し
て
、

『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　

子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
内
や

近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
問
題
や

困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
方
は
気
軽
に

お
近
く
の
特
設
相
談
所
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
料
金
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
り
ま
す
。

　

特
設
相
談
所
へ
お
越
し
に
な
れ
な
い

人
に
つ
い
て
は
、
通
常
ど
お
り
前
橋
地

方
法
務
局
お
よ
び
各
支
局
で
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
全
国
共
通
人
権

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
・
０
０

３
・
１
１
０
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
東
吾
妻
町
特
設
人
権
相
談
所
】

■
期
日　

６
月
１
日
㈪

■
時
間　

10
時
〜
15
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
（
☎
０
２
７
・
２
２
１
・
４
４
６
６
）

お知らせコーナーお知らせコーナー

■日程表
期日 受付時間 場所

６月

10日㈬ 9:00 ～ 11:00 岡崎公民館
11日㈭ 9:00 ～ 11:00 箱島公民館
12日㈮ 9:00 ～ 11:00 あづま農村環境改善センター
16 日㈫ 9:00 ～ 11:00 新巻公民館
17日㈬ 9:00 ～ 10:00 泉沢公民館
18日㈭ 9:00 ～ 11:00 小泉会館
19日㈮ 9:00 ～ 11:00 太田出張所（公民館）
21日㈰ 9:00 ～ 11:00 保健センター
22日㈪ 9:00 ～ 11:00 保健センター
23日㈫ 9:00 ～ 11:00 岩井公民館
24日㈬ 9:00 ～ 11:00 町民体育館
25日㈭ 9:00 ～ 11:00 町民体育館

30日㈫
8:30 ～ 9:00 矢倉多目的集会施設
10:00 ～ 10:30 郷原集会所

７月

１日㈬ 9:00 ～ 11:00 厚田新井集会所
２日㈭ 9:00 ～ 11:00 岩島出張所（麻の里会館）
３日㈮ 9:00 ～ 10:00 唐堀集会所
６日㈪ 9:00 ～ 11:00 保健センター
７日㈫ 9:00 ～ 11:00 松谷集会所

８日㈬
8:30 ～ 9:00 西榛名婦人ホーム
10:00 ～ 11:00 萩生区民会館

９日㈭ 9:00 ～ 10:00 大戸区公民館
11日㈯ 9:00 ～ 11:00 保健センター
14日㈫ 9:00 ～ 11:00 坂上出張所（公民館）
15日㈬ 9:00 ～ 10:00 須賀尾公民館
16日㈭ 9:00 ～ 10:00 大柏木公民館
17日㈮ 9:00 ～ 11:00 保健センター

集
団
検
診
が
来
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

集
団
検
診
が
来
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』
特
設
人
権
相
談
所
開
設

『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』
特
設
人
権
相
談
所
開
設

結
婚
応
援
制
度
「
ぐ
ん
ま
縁
結
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

結
婚
応
援
制
度
「
ぐ
ん
ま
縁
結
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

案内案内

案内案内 案内案内
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町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
予
定
し
て
お
り
、
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
第
９
回
社
会
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

▼
日　

時　

平
成
27
年
５
月
17
日
㈰

 

８
時
30
分
〜

▼
会　

場　

ス
ポ
ー
ツ
広
場

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム　

千
円

【
第
10
回
町
民
親
善
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
】

▼
日　

時　

平
成
27
年
５
月
31
日
㈰８

時
〜

▼
会　

場　

ス
ポ
ー
ツ
広
場テ

ニ
ス
コ
ー
ト

▼
参
加
費　

１
人　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

※
中
学
生
は
無
料

▼
申
し
込
み
先　

町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
長

　

吉
原
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
68
・
２
３
４
５
）

【
第
17
回
郡
内
ハ
イ
キ
ン
グ
】

▼
開
催
日　

平
成
27
年
６
月
14
日
㈰

▼
会　

場　

高
間
山
ほ
か

▼
参
加
費　

１
人　

５
０
０
円

【
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
講
習
会
】

▼
開
催
日　

平
成
27
年
６
月
14
日
㈰

▼
会　

場　

岩
島
小
学
校
体
育
館

【
第
９
回
町
民
親
善
野
球
大
会
】

▼
開
催
日　

平
成
27
年
６
月
14
日
㈰
・
21
日
㈰

▼
会　

場　

　

14
日
㈰
…
旧
坂
上
中
学
校
校
庭

　

21
日
㈰
…
東
総
合
運
動
場　

野
球
場

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム　

３
千
円

▼
申
し
込
み
先　

町
野
球
部
長　

佐
藤

　
（
☎
０
９
０
・
１
５
４
０
・
４
８
７
９
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課
内
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

　
（
☎
59
・
３
３
７
０
）

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
業
参
加
者
募
集

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
業
参
加
者
募
集

案内案内 　

前
橋
地
方
法
務
局
で
は
、
平
成
27
年

７
月
１
日
㈬
か
ら
登
記
の
申
請
に
関
す

る
相
談
に
つ
い
て
、
予
約
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
す
。
不
動
産
登
記
（
相
続
登

記
や
住
宅
ロ
ー
ン
完
済
に
よ
る
抵
当
権

抹
消
登
記
な
ど
）
の
申
請
手
続
き
に
関

す
る
相
談
を
さ
れ
る
お
客
さ
ま
は
、
事

前
に
電
話
な
ど
に
よ
り
予
約
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

予
約
い
た
だ
い
た
お
客
さ
ま
に
は
、

お
待
た
せ
す
る
こ
と
な
く
相
談
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

前
橋
地
方
法
務
局
中
之
条
支
局

　
（
☎
75
・
３
０
３
７
）

法
務
局
に
お
け
る
登
記
相
談
の
予
約
サ
ー
ビ
ス
に

法
務
局
に
お
け
る
登
記
相
談
の
予
約
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て

つ
い
て

案内案内

　

中
学
校
の
統
合
に
伴
い
、
東
吾
妻
町

体
育
施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
し
、
別
表
の
施
設
が

社
会
体
育
施
設
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

■
利
用
方
法

　

利
用
さ
れ
る
日
の
５
日
前
ま
で
に
申

請
書
を
東
吾
妻
町
教
育
委
員
会
ま
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
東
吾
妻
町

教
育
委
員
会
ま
た
は
東
吾
妻
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
利
用
時
間

　

７
時
〜
21
時

※
不
明
な
点
は
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係
（
☎
59
・
３
３
７
０

　

担
当
飯
塚
卓
也
・
里
見
聡
一
郎
）

社
会
体
育
施
設
の
予
約
・
貸
し
出
し
に
つ
い
て

社
会
体
育
施
設
の
予
約
・
貸
し
出
し
に
つ
い
て

案内案内■別表

新名称（旧名称）
１時間あたりの利用料金

※（　）はナイター照明使用時
町内の利用者 町外の利用者

太田スポーツ広場（太田中学校校庭） 無料（500 円） 500 円（1500 円）
岩島スポーツ広場（岩島中学校校庭） 無料（500 円） 500 円（1500 円）
旧坂上中学校校庭（坂上中学校校庭） 無料（500 円） 500 円（1500 円）
太 田 社 会 体 育 館（太田中学校体育館） 100 円 200 円
旧坂上中学校体育館（坂上中学校体育館） 100 円 200 円

※町内の利用者とは、町民または町内に在勤・在学する人、団体では、団体を構成する人
のうち７割程度が町民または町内に在勤・在学の人である団体を町内の利用者とする。
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お知らせコーナーお知らせコーナー

平成 26年度中の住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況
　住民基本台帳法（以下「法」という）第 11 条の２第１項の規定による申出に係る閲覧の状況について、
法第 11 条の２第 12 項の規定により、平成 26 年度中の閲覧状況を公表します。

■問い合わせ先　町民課　戸籍住民係（内線 111　担当 田中早苗）

申出機関などの
名称および代表者

利用目的の概要 閲覧年月日 閲覧に係る住民の範囲

株式会社プロジェクト
代表取締役　宮口　一三
【委託元：群馬県健康福祉部

高齢課】

「元気高齢者施策推進事業」
実施のための対象者抽出

平成 26 年５月 15 日
町内全地区
満 55 歳以上 75 歳未満の住民

 群馬県立吾妻高等学校
　 校長　伊藤　恭滋

「卒寿のお祝い」として座布
団を配布のため対象者抽出

平成 26 年５月 16 日
町内全地区
大正 12 年９月 16 日～
大正 13 年９月 15 日生まれの住民

毎日新聞社　代表取締役社長
　朝比奈　豊

「第 68 回読書世論調査」実
施のための対象者抽出

平成 26 年６月 18 日
川戸地区
平成 26 年９月現在 16 歳以上の住民

株式会社日本リサーチセンター
　代表取締役社長
　鈴木　稲博
【委託元：日本郵便株式会社】

「平成 26 年度　郵便利用構
造調査」実施のための対象
者抽出

平成 26 年９月 30 日
原町地区
満 20 歳以上 79 歳以下の住民

一般社団法人　中央調査社
　会長　西澤　豊
【委託元：国立大学法人

東京大学】

「少子高齢社会における社
会階層と移動に関する全国
調査研究」実施のための対
象者抽出

平成 26 年 11 月 28 日
川戸地区
満 20 歳以上 79 歳以下の住民

株式会社ビデオリサーチ
代表取締役社長　秋山　創一
【委託元：日本たばこ産業

株式会社】

「全国たばこ喫煙者率調査」
実施のための対象者抽出

平成 26 年 12 月 19 日
松谷地区
大正 14 年５月１日～
平成７年４月 30 日生まれの住民

一般社団法人　中央調査社
　会長　西澤　豊
【委託元：NHK放送文化研究所

世論調査部】

「『世論』形成と情報利用に
関する世論調査」実施のた
めの対象者抽出

平成 27 年２月 18 日
植栗地区
満 20 歳以上（平成６年 12 月末日
まで生まれ）の住民

　法テラス（日本司法支援センター）では次の日程
で無料法律相談を開催します。
■日時　平成 27 年６月６日㈯

９時 30 分～ 15 時 30 分　
■場所　前橋テルサ９階　つつじの間

（前橋市千代田町２ｰ５ｰ１）
■内容　「法テラスの日記念無料法律相談」

ー弁護士による民事法律扶助法律相談ー
■定員　120 名
■連絡・問い合わせ先　　

法テラス群馬（☎ 050-3383-5399）

法テラスの日「無料法律相談」法テラスの日「無料法律相談」
のご案内のご案内

　With は、子育て中の親御さんが自由に参加できる
交流の場です。ちょっとした子育ての悩みごと心配
ごとや相談してみたいことなど、気軽におしゃべり
してみませんか？毎月１回開催していますので、お
子さまが幼稚園や学校に行かれている間に、お出掛
けしてみませんか？
■日時　毎月第２水曜日 10 時～ 12 時
■場所　麻の里会館（岩島公民館）　小会議室
■申し込み・問い合わせ先
やまばと（あがつま）相談支援センター
（☎ 76-8080　担当 相談員・臨床心理士　 小林 )

おしゃべり会「With（うぃず）」のおしゃべり会「With（うぃず）」の
ご案内ご案内
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■問い合わせ先
役場保健福祉課（内線 121　担当 関三枝子）

　民生委員は「民生委員法」によって設置が定
められています。そして、全ての委員は「児童
福祉法」によって、児童委員も兼ねています。
　また、民生委員・児童委員の中には、児童福
祉を専門に担当し活動する主任児童委員がいま
す。いずれも任期は３年です。

■民生委員・児童委員は安心して
相談できるボランティアです■

あなたのまちのあなたのまちの
　民生委員・児童委員です　民生委員・児童委員です

　　私たち委員は地域に根ざした福祉活動を展開し、
あたたかな地域社会をめざしています。高齢者世帯
やねたきり高齢者の実態調査も、毎年６月１日を基
準に行っています。私たちの活動にご理解ご協力を
お願いします。

５月 12 日は「民生委員・児童委員の日」です

■民生委員・児童委員（敬称略）
地区 氏名 担　当　区　域

東

地区

佐藤みよ子 大字五町田
藤岡　和子 箱島１区
田中　　茂 箱島２区
谷　　光子 岡崎１区
橋爪　　泉 岡崎２区
大塚くに子 大字新巻
佐藤　香澄 大字奥田

太田

地区

水野しげ子 西組・上河原・田中
剣持　静子 松の木・山根
角田　　進 原組・十二ケ原
茂木　明美 上南・上北・泉・中西
須田　節子 中東・北組・八幡・双葉
中澤美智子 大字小泉
佐藤　貞雄 大字泉沢

原町

地区

上原　正美 上之町
唐澤　静江 下之町・南町
田村　洋子 紺屋町
大前　和義 新井・平沢
一場　孝行 上野・在上
戸谷　幸子 在下一部（大宮）
水出のぶ子 在下一部（稲荷城）・八幡原
武田ふみ江 須郷沢
朝比奈文作 上之宮・深沢
劍持　克正 内出
小池まゆみ 田中・下郷
富澤　正夫 大字金井

岩島

地区

松井　邦子 大字郷原
片貝　邦芳 大字矢倉
相京　寛子 大村・机・姉山
山野　峯子 天神・漆貝戸
田村　精一 松下・松中
雨宮　蘭子 松上・大平・中尾・高日向
高橋いね子 四戸・生原・大竹・沢尻
小池　宏幸 万木沢・唐堀
小池　元夫 根古屋・細谷・大沢・上郷
小泉猪代治 兵庫・新井
春原　克江 田中・烏帽子・長藤

坂上

地区

小泉　正一 平大谷沢・稲田
篠原　　惠 塩の平・下宿・上宿
西山　哲二 手古丸・古賀良・上大戸・後所谷戸
小池芙佐江 田谷・堀井戸・貫井
小池志津江 境野・分去・大谷・大沢
吉野　　寛 西榛名区
篠原美野里 宿・日向
橋爪　禮子 丑ケ渕・関谷・長寿園
渡邉　知子 須賀尾１・２・３区
濱名　りん 須賀尾４・５・６区
蜂須賀祐吉 岩鼻・宮谷戸・下中・猿谷戸・羽田
武藤あきの 殿原・天神・松の木・上之沢・広石

主任
児童
委員

茂木美代子 東・太田小学校区
角田　寿子 原町小学校区
田中　　智 岩島・坂上小学校区

　民生委員・児童委員には守秘義務があり、相
談内容や秘密がほかにもれることはありませ
ん。安心してご相談ください。

■秘密は守られます■
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お知らせコーナーお知らせコーナー

　『歴史で遊んじゃうんまくねぇんかい』を合言葉に、昨秋に初めて開催、町内外から二千人を超えるお客
さまで賑わった複合型イベント「岩櫃城 忍びの乱」を本年度も開催します。今年はNHK大河ドラマ「真田丸」
放映を翌年に控えた最重要年度と位置づけ、パワーアップ。「夏の陣」と「秋の陣」を張り、「勝負の戦」に
挑みます。町行政当局や周辺自治体、全国の真田氏関係団体などと有機的な連携を図り、東吾妻町の魅力を
全国に発信して参ります。

◆夏の陣
・期日　平成 27 年７月 26 日㈰
・場所　東吾妻町コンベンションホール
・料金　無料

　「夏の陣」は東吾妻町プレミアム商品券販売促進事業として、最新テクノロジーによる映像、殺
た て

陣やダン
スによる演劇、邦楽生演奏を融合させて岩櫃城や真田幸村を描くショーパフォーマンスを予定しています。

◆秋の陣
・期日　平成 27 年 10 月 31 日㈯～ 11 月１日㈰
・場所　コニファーいわびつ周辺
・料金　無料（一部パスポート制）

　「秋の陣」は、忍者修行わあるど、信州真田鉄砲隊砲術演武、日本刀講演会、岩櫃流忍術ごっこ、真田雀
勇士が迎え撃つ青空麻雀大会ほか多数の催しを予定しています。

◆忍びの乱実行委員会よりスタッフ募集のお知らせ
　「岩櫃城 忍びの乱」実行委員会では、一緒に地域を盛り上げてくださるスタッフを募集しています。年
齢・性別・職業・知識など、条件は問いません。多様な人材で多彩な地域振興を民間主導で元気に行いたい
と思っています。ご興味のある方は事務局までご連絡ください。

■問い合わせ先　東吾妻町観光協会　（☎ 70-2110）／役場地域政策課（☎ 68-2111　内線 242）

敬称略ス ー ツ 結 果ポ

第 16回町民バスケットボール大会

■開催日　平成 27 年３月 22 日㈰

■会　場　町民体育館

男子・一般の部　優勝 チーム木村、２位 チーム上野

  ３位 ピューパ

女子・中学の部　優勝 チームゆかり、２位 原中 B

岩櫃城忍びの乱「勝負の戦」を行います
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平成 27年７月より『東吾妻町プレミアム商品券』を発行します

　町では家庭の消費喚起と地域の商業活性化を図るため、平成 27 年７月よりプレミアム商品券を発行いた
します。商品券はプレミアム率 20％の通常券の他に、2016 年の NHK 大河ドラマ『真田丸』の PR を兼ねた
プレミアム率 40％の真田券も発行いたします。この機会に是非お買い求めいただき、東吾妻町の活性化にご
協力お願いいたします。
■対 象 者　東吾妻町に平成 27 年４月１日時点で住民登録がある人（年齢制限なし）
■発行総数　①通常券　5000 冊（6000 万円）

②真田券　2000 冊（2800 万円）
■発行内容　①通常券　１冊に 1000 円券が 12 枚綴り（１万 2000 円分）

②真田券　１冊に 1000 円券が 14 枚綴り（１万 4000 円分）
※いずれの商品券とも「地域活性化商品券」と「一般店舗共通商品券」が
半分づつ綴られています。東吾妻町商工会に加盟していない事業所では、
一般店舗共通商品券のみ使用可能となります。

■販 売 額　①通常券　１冊１万円　お一人様３冊（３万円）まで購入可能
②真田券　１冊１万円　お一人様１冊（１万円）まで購入可能

※応募総数が発行総数を超えた場合は抽選となります。
■応募方法　「往復はがき」に「必要事項」を明記し、
　　　　　　申込先「〒377-0892東吾妻町役場企画課」へご応募ください。
■応募期限　平成 27 年５月 31 日㈰まで（当日消印有効）
■販売方法　当選はがきに記載する引換所で当選はがきと引換により販売
■使用期限　平成 27 年 12 月 31 日㈭まで
■そ の 他　現金への換金や別の商品券など換金性の高いものの購入には 

利用できません。
利用金額が商品券額面に満たない場合、釣り銭は出ません。

◆事業者さまへ
　東吾妻町プレミアム商品券の発行に伴い、商品券が利用できる取扱店を募集いたします。 
　詳しくは東吾妻町役場企画課または、東吾妻町商工会（☎ 68-2256）へお問い合わせください。 
　登録料・換金手数料は無料ですので地域の商業活性化のため、多くの参加をお待ちしております。 

岩櫃ウオーキング 2015開催

　町では「真田氏上州の拠点　岩櫃ウオーキング
2015　新緑の東吾妻を巡る」を開催します。
■日時　平成 27 年６月７日㈰　９時～
■場所　岩櫃城跡周辺（岩櫃ふれあいの郷集合）
■内容　３つのコースで新緑の東吾妻町を歩きます。

■問い合わせ先　役場地域政策課　地域振興係
（内線 243　担当 佐藤秀行）

◆往復はがきの記入方法

2015 連合群馬ふれあい
フェスティバル in あがつま開催

　連合群馬吾妻地域協議会では次の通り「2015 連
合群馬ふれあいフェスティバル in あがつま～働く
仲間の力で、活力ある地域作り～」を開催します。
ものづくり教室などの体験型イベント、スタンプラ
リー、抽選会、模擬店など、楽しいイベントをたく
さん用意してお待ちしています。

■日時　平成 27 年５月 24 日㈰　10 時～ 15 時
■場所　バイテック文化ホール（中之条町文化会館）
■問い合わせ先　連合群馬吾妻地域協議会
　　　　　　　　（☎ 75-6990　 FAX 26-7330）

■問い合わせ先　　役場企画課
プレミアム商品券担当（内線 221）
（担当 武井幸二・一場達也）
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★健康第一！「ノルディックウオーキング体験教室」
開催

　５月９日㈯に桔梗館周辺でノルディックウオーキ
ングの体験教室が開催されます。植物や動物など自
然に触れ合いながら楽しく汗をかいてみてはいかが
でしょうか！疲れた身体は、最高の天然温泉で癒や
してください。
★カラオケ発表会！
　恒例のカラオケ発表会を５月11日㈪に開催します。
♨「源泉主義」をテーマに熱めの温泉を用意して皆
さまのご来館をお待ちしています。
■問い合わせ先　あづま温泉 桔梗館（☎ 59-3533）

お知らせコーナーお知らせコーナー

平成 27年度入札結果平成 27年度入札結果

道の駅道の駅あがつま峡あがつま峡だよりだより
　道の駅あがつま峡は、昨年 10 月にオープンし従来からあった天狗の湯に加え、農産物直売所と食事処を
備えた施設として「直売所てんぐ」を開店しました。３月末で、約 17 万人のお客さまをお迎えすることが
でき、生産者組合をはじめ関係する方々のご協力に改めてお礼を申し上げます。
　当駅では、東吾妻町の方針である「地域振興と観光振興の拠点」となるよう、今後より一層努力していく
所存でございますので、今後も皆さまのご支援ご協力をよろしくお願いします。
　さて、新緑の季節に向け５月から６月にかけて、下記によりイベントを予定しています。ご家族そろって
お出かけください。

①中之条高校と交流
　（野菜苗の販売・ミニ動物園の開催・ダンス部の演出などを５月
２日・６月６日）
②地元産野菜苗・花木苗・柿苗の販売　４月 29 日から６月 15 日
③新緑写真展　５月中旬から６月中旬
④渓谷ガイド　観光ボランティアで実施予定
⑤その他　屋外ステージの活用（音楽・おどり・地域団体による
発表の予定）

■問い合わせ先　道の駅　あがつま峡（☎ 67-3193）

あづま温泉あづま温泉桔梗館桔梗館だよりだより

事　　　　　業　　　　　名 場　所 落札業者 落札金額 役場担当課

東・太田・原町地区町道他　地域道路管理 東ほか ㈱茂木組 5,400,000 円 建 設 課

岩島・坂上地区町道他　地域道路管理 岩島ほか 池原工業㈱ 5,400,000 円 建 設 課

在上地区　水路布設替工事境界復元測量委託 原町 ㈱測研 1,200,000 円 建 設 課

町道鳩の湯線　用地測量業務委託 須賀尾 ㈱測研 2,900,000 円 建 設 課

東吾妻町上水道配水管布設替工事設計業務委託 原町ほか ㈱利根設計事務所 7,200,000 円 上下水道課

■問い合わせ先　各担当課まで

（４月 23 日執行）（４月 23 日執行）
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皆さんからの写真や楽しい皆さんからの写真や楽しい
お便りをお待ちしています。お便りをお待ちしています。
住所・氏名・電話番号の記住所・氏名・電話番号の記
入を忘れずに役場企画課広入を忘れずに役場企画課広
報統計係までお送りくださ報統計係までお送りくださ
い。い。
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ボウリングの日県民無料招待

　群馬県ボウリング場協会加盟のボウリング場では
県民に向けて６月 22 日のボウリングの日に１名２
ゲームを無料で招待する事業を行っています。
詳しくは下記に問い合わせください。

■問い合わせ先
　（一社）群馬県ボウリング場協会
　（☎ 0270-26-1225）

　電波のルールを守りましょう

　総務省では、６月１日から 10 日までを「電波利
用環境保護周知啓発強化期間」として、電波を正し
く利用していただくための周知・啓発活動および不
法無線局の取り締まりを強化します。
■問い合わせ先
不法無線局による混信・妨害 （☎ 03-6238-1939）
テレビ・ラジオの受信障害 （☎ 03-6238-1945）
地上デジタル放送の受信相談 （☎ 03-6238-1944）

みんなの広場 みんなの広場 ～投稿コーナー～～投稿コーナー～

投
稿　

短
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～
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い
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ご
短
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会
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投
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～
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～
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まちの人口
～平成 27 年４月１日現在～

 ●男 7,322 人

 前月比 （－ 26 人）

 ●女 7,786 人

 前月比 （－ 40 人）

 ●人口 15,108 人

 前月比 （－ 66 人）

 ●世帯数 5,711 世帯

 前月比 （－ 2 世帯）

この広報紙は再生紙を使用しています。

第22回　『ゴシンチャンバラクラブ』

●代 表 者　畠山　孝雄

●活動日時　毎週木曜日　19 時～ 20 時 30 分

●活動場所　原町小学校体育館

●活動内容　スポーツチャンバラをご存じですか？日本発祥のス

ポーツで、世界中の幼年からシニアまで幅広い年齢層

で楽しまれている武道です。ルールは簡単。柔らかい

得物を持ち、頭に面をつけて相手のどこを打っても一

本。精神力向上、体力づくり、ダイエット、ストレス解消、護身術獲得、大会出場と、それぞれの目的に合わせ

て一緒に汗を流しましょう。老若男女随時募集。いつでも見学を！！

●連 絡 先　畠山　孝雄（☎ 090-9371-5096）

５月分の納期限は６月１日です５月分の納期限は６月１日です

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

住民税 ○ ○ ○ ○
固定資産税 ● ○ ○ ○
軽自動車税 ○
国保税 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長寿（後期高齢者）医療保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等（上水道・下水道） ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等（簡易水道・下水道） ● ○ ○ ○ ○ ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営住宅使用料 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケーブルテレビ使用料（東地区） ○ ○ ○

おすすめ健康料理レシピ○110

な す …………………4 個

油 揚 げ ………………4 枚

豚 ひ き 肉 …………100g

塩・こしょう………各少々

オリーブ油……小さじ 2

水 ………………3 カ ッ プ

トマト……………中 2 個

ケチャップ……大さじ 1

固形コンソメ………2 個

大葉……………4 ～ 5 枚

ミニトマト…………4 個

－材料（4 人分）－　

●作り方
①油揚げは斜め半分に切り、熱湯をかけて油抜きし

ます。

②トマトは湯むきをしてみじん切りにし、ナスは５

㎜角に切って水にさらします。

③フライパンにオリーブ油を熱しひき肉・②のナス

を炒め、なすがしんなりしたら塩・こしょうして

冷ましておきます。

④③を 8 等分し、①の油揚げで包み、巻き終わりを

ようじで留め、鍋に並べ、Ａカッコの材料を入れ

て中火で５～８分煮ます。

⑤器に盛り、煮汁をかけ、みじん切りの大葉とミニ

トマトを飾り完成です。

『なすの油揚げ包』『なすの油揚げ包』
1 人分の栄養価　エネルギー 236kcal　たんぱく質 12.2 ｇ

脂質 16.0 ｇ　カルシウム 117mg　食塩 1.3 ｇ

東吾妻町新名物料理コンテスト一般部門特別賞作品

Ａ

毎月１９日は　家族でいただきますの日
家族で食卓を囲んでいますか？食卓は豊かな心と体をはぐくみます～群馬の食育～

町
民が活動を行っている団体を紹介します。皆さんの活動の輪を広げていただくため、その様子を紹介する文章と写真を団体の皆

さんから募集します！申し込みを希望される団体などは役場企画課広報統計係（内線 225）までご連絡ください。

※営利や宗教・政治・選挙を目的とするような誤解を生じるおそれのあるものなどは掲載できません。

紹介コーナーサ ー ク ル ク ブラ・
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